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ハ
カ

l
マ
ニ
シ
ュ
朝
初
期
の
女
性
労
働
者

I
 
l
 

－－－a
－Ea
，，
 

神貢

豊

子

ベ
ル
セ
ポ
リ
ス
出
土
の
ハ
カ
l
マ
ニ
シ
ュ
朝
（
ア
カ
イ
メ
ネ
ス
朝
）
時
代
の
王
室
経
済
文
書
（
宝
蔵
文
書
・
城
砦
文
書
）
に
よ
れ
ば
、

王
室
管
轄
下
の
労
働
者
は
一
般
に

E
2釘
）
と
よ
ば
れ
る
。

rcユ
印
刷
は
、
南
は
パ
｜
ル
サ
地
方
か
ら
北
は
エ
ラ
ム
東
部
に
及
ぶ
ベ
ル
セ

ポ
リ
ス
王
室
経
済
圏
に
お
け
る
生
産
活
動
の
中
核
的
存
在
で
あ
っ
た
。
か
れ
ら
の
実
態
を
知
る
こ
と
が
、
王
室
経
済
の
み
な
ら
ず
ハ
カ

i

マ
ニ
シ
ユ
朝
の
社
会
構
造
を
知
る
た
め
に
も
重
要
な
手
が
か
り
で
あ
る
こ
と
は
、
容
易
に
推
測
さ
れ
る
。

従
来
の

E
ユ
印
刷
に
関
す
る
研
究
は
、
主
に
一
九
四
八
年
に
キ
ャ
メ
ロ
ン
に
よ
っ
て
公
刊
さ
れ
た
宝
蔵
文
革
）
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
内
容
・
数
量
の
両
面
に
お
い
て
宝
蔵
文
書
を
凌
駕
す
る
城
砦
文
革
）
に
基
づ
く
徹
底
的
な
研
究
は
、
い
ま
だ
数
少
な
い
。

九
六
九
年
に
ハ
ロ
ッ
ク
に
よ
っ
て
公
刊
さ
れ
た
城
砦
文
書
は
、

テ
キ
ス
ト
二

O
八
七
点
を
含
み
、
第
三
代
ダ
1
ラ
ヤ
ワ
ウ
一
世
（
ダ
レ

イ
オ
ス
一
世
）
の
治
世
第
二
二
年
｜
第
二
八
年
（
前
五

O
九
四
九
四
）
の
広
範
な
王
室
経
済
の
活
動
を
記
録
す
る
。
こ
の
新
史
料
の

出
現
に
よ
っ
て
、

F
E押
印
刷
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
は
か
な
り
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
の
、
｝

2
2印
刷
の
実
態
解
明
の
た
め
に
は
な
お
多
く
の
基



28 

礎
的
な
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
筆
者
の
今
後
の
｝
自
立
山
町
分
析
の
た
め
の
基
礎
作
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
城
砦
文
書
を
手
が
か
り
に
、

E
ユ
白
山
の
約
半

分
を
占
め
な
が
ら
、
従
来
］
2
ユ
印
刷
全
体
の
中
で
部
分
的
に
言
及
さ
れ
る
に
す
ぎ
ず
個
別
の
検
討
対
象
と
し
て
と
り
あ
げ
る
こ
と
の
な

か
っ
た
女
性
労
働
者
の
問
題
を
考
察
し
た
い
。
女
性
労
働
者
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
女
た
ち
と
と
も
に
生
き
た

吉
岡
宮
山
全
体
の
問
題
に
対
す
る
パ

1
ス
ベ
ク
テ
ィ
ヴ
も
拡
が
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

－2ユ
印
刷
と
い
う
エ
ラ
ム
一
詰
は
、

（

5
）
 

の
ア
ラ
ム
語
書
簡
の
ぬ
円
円
と
と
も
に
、
言
語
学
的
に
は
古
代
ベ
ル
シ
ア
語
の

d
白
丘
白
目
（
「
家
僕
」
〈
d
E曲
目
「
家
」
）
に
由
来
す
る
こ

（

6
）
 

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
］
2
ユ印刷

H
m
R（古
j
H
m
E
w
論
に
基
づ
い
て
、
こ
れ
ま
で

rロ
ユ
印
刷
の
法
的
・
社
会
的
地
位
に
関
し

（

7
）
 

い
ま
だ
最
終
的
な
一
致
を
み
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
諸
見
解
の
検
討
自
体
は

（

4
）
 

ハ
カ
l
マ
ニ
シ
ユ
朝
時
代
の
パ
ピ
ロ
ニ
ア
出
土
の
ア
ッ
カ
ド
語
文
書
の
ぬ
阻
止
己
や
エ
ジ
プ
ト
出
土

百
江
印
刷
は
ベ
ル
シ
ア
人
を
は
じ
め
と
す
る
帝
国
諸
民
族
で
構
成
さ
れ
、
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
の
王
宮
建
設
現
場
の
ほ
か
、
各
地
の
工
房
、

て
さ
ま
ざ
ま
の
見
解
が
提
示
さ
れ
て
き
た
が
、

本
稿
の
目
的
で
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
深
く
た
ち
い
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
女
性
労
働
者
の
考
察
の
た
め
に
、
従
来
の
研
究
史
を
ふ
ま

え
て
、

r
E
Z胞
に
つ
い
て
次
の
事
実
だ
け
は
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

宝
蔵
、
果
樹
園
、
放
牧
地
な
ど
で
集
団
労
働
に
従
事
し
た
。
成
人
男
女
と
と
も
に
少
年
・
少
女
も
労
働
に
参
加
し
、
か
れ
ら
は
間
色

自
由

W
G
「
支
給
物
に
よ
っ
て
生
活
す
る
（
者
）
」
と
呼
ば
れ
た
。
支
給
は
一
般
に
一
カ
月
単
位
で
計
算
さ
れ
、
主
に
大
麦
で
お
こ
な
わ

（

8
）
 

れ
た
。
成
人
男
性
一
人
あ
た
り
三
パ
ル
、
成
人
女
性
二
パ
ル
を
標
準
と
し
て
い
た
。
支
給
額
の
差
は
、
労
働
内
容
あ
る
い
は
熟
練
度
に



基
づ
い
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
少
年
・
少
女
は
二
・
五
｜
0
・
五
パ
ル
。
ぶ
ど
う
酒
の
場
合
は
、
成
人
男
性
二

i
一
マ
リ

シ
ュ
、
成
人
女
性
一
マ
リ
シ
ユ
で
あ
っ
た
が
、
支
給
対
象
は
明
ら
か
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
月
額
支
給
の
他
に
、
さ
ま
ざ
ま
の
特

（

9
）
 

別
支
給
が
存
在
し
た
。
ダ
！
ラ
ヤ
ワ
ウ
の
治
世
末
期
か
ら
は
（
宝
蔵
文
書
）
、
銀
の
支
給
も
記
録
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
支
給
記
録
が
作

成
さ
れ
る
場
合
に
は
、
］
2
ユ
印
刷
を
修
飾
す
る
職
名
や
民
族
的
・
地
理
的
呼
称
あ
る
い
は
宮
尽
印
刷
に
対
す
る
支
給
割
当
担
当
官
名
な
ど

（

叩

）

（

日

）

が、

EH押
印
刷
を
確
定
す
る
主
要
な
手
段
と
な
っ
た
。
日
同
区
江
田
山
の
家
族
生
活
は
、
基
本
的
に
は
保
証
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ハカーマニシュ朝初期の女性労働者

な
お
｝
両
国
ユ
戸
山
は
必
ず
し
も
す
べ
て
の
労
働
者
を
示
す
も
の
で
は
な
い
が
、
本
稿
で
は
｝
店
ユ
向
山
に
考
察
を
限
定
し
た
い
。

ま
ず
、
女
性
労
働
者
が
｝
2
2印
刷
全
体
の
中
で
占
め
る
位
置
を
確
か
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
｝
2
3印
刷
に
対
す
る
月
額

（

ロ

）

、

｝

（

日

）

支
給
を
記
録
す
る
テ
キ
ス
ト
三
四
二
点
の
う
ち
労
働
集
団
内
部
の
構
成
を
確
認
で
き
る
二
四
九
例
に
つ
い
て
、
支
給
額
を
基
準
に
男

女
の
構
成
（
成
人
男
性
・
成
人
女
性
・
少
年
・
少
女
）
を
整
理
し
た
。
そ
の
結
果
、
労
働
集
団
の
構
成
方
法
に
、
表
1
に
例
示
さ
れ
る

四
タ
イ
プ
が
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

タ
イ
プ

I
・
・
男
性
を
中
心
に
構
成
さ
れ
る
労
働
集
団
（
四
九
例

タ
イ
プ

E
・
・
ほ
ぼ
同
数
の
男
女
で
構
成
さ
れ
る
労
働
集
団
（
一
一

O
例）

タ
イ
プ

E
・
・
女
性
を
中
心
に
構
成
さ
れ
る
労
働
集
団
（
六
一
例
）

タ
イ
プ
百
・
・
最
高
額
受
給
者
と
し
て
大
麦
五
パ
ル
あ
る
い
は
六
パ
ル
を
受
け
と
る
女
性
が
存
在
す
る
労
働
集
団
（
二
九
例
）
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タイプ

I 

II 

皿

町

30 

表1.労働集団の構成（1) 
PF kurtas 大 麦 支 ~l> 口 額（BAR) 男女別

No. 合計 5 472' 4 372' 3 2Yz 2 lYz Yz 合計

m 20 48 68 
956 68 

f 

ロ1 26 (4) (5) (4) 39 
858 75 

f 22 (4) (4) (6) 36 

町1 6 (4) (4) (6) (2) 22 
915 167 

f 30 100:4) (2) (6) (3) 145 

百1 1 3 (2) (3) (2) (5) 16 
957 62 

f 1 3 26 (1) 4(1) (5) (2) (3) 46 

注 m：男性 f女性（）は「こども」を示す。

表3.労働集団の規模 表2.労働集団の構成（2)

人数
テキスト例

A'I B'I 

1 9 37 1 

10 29 59 2 

30 49 40 1 

50 99 48 11 

100 149 26 1 

150 199 20 7 

200 249 13 5 

250-299 6 

300-399 6 1 

400 499 1 

500 4 

合計 260 29 

注1)A.タイプI-IVの集計。
2)B：タイプ町のみの集計。

J主
1）分類基準は以ドのとおりである。
m男性 f：女性

I:m>2f I':mのみ
rr・m三＝ f (m三三2(f亘2m)
皿： f>2m 皿，: fのみ
IVについては本文解説に加え

タイプ テキスト

（テキスト例） 全体 f§tl 

I I 9 

I I - I' 1 I' - I' 29 
(43) I - II 3 
I -III' 1 

II 
II II 67 
II - I' 1 

(110) II －皿 37 
II －皿／ 5 

町一皿 49 

国
阻－ I' 1 
皿－ II 1 

( 61) 皿－ III' 9 
皿ノー皿F 1 

町
町町 25 

N'-N' 2 
(29) N"-N 2 

l口〉、 計 243 

町： f>2m IV'. fのみ IV":mキf
とする。
2）本章官頭で述べた249例中、
本表作成については、成人を含
まない集団（6例）は対象外とした。



労
働
集
団
内
部
の
実
態
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
現
在
の
史
料
状
況
で
は
、
テ
キ
ス
ト
に
記
録
さ
れ
る
｝

g
ユ
印
刷
す
べ
て
に
つ

い
て
、
か
れ
ら
が
単
独
の
労
働
集
団
を
構
成
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
労
働
集
団
内
の
サ
ブ
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
に
す
ぎ
な
い
の
か
を

確
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
は
、
｝
両
氏
丹
印
刷
に
対
す
る
王
室
の
支
給
記
録
で
あ
る
と
同
時
に
、

（日）

な
に
よ
り
も
官
三
印
刷
の
労
働
管
理
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
テ
キ
ス
ト
に
記
録
さ
れ
る
集
団
は
、
特
定
の
場
所
で

特
定
の
労
働
内
容
と
関
連
し
て
編
成
さ
れ
た
集
団
で
あ
る
と
み
な
し
て
さ
し
っ
か
え
な
い
。
少
な
く
と
も
王
室
に
と
っ
て
、
集
団
労
働
の

ハカーマニシュ朝初期の女性労働者

管
理
単
位
に
な
っ
て
い
た
こ
と
だ
け
は
確
実
で
あ
る
。

テ
キ
ス
ト
例
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

ほ
ぼ
同
数
の
男
女
で
労
働
集
団
が
構
成
さ
れ
る
こ
と
が
最
も
多
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
こ
れ
ら

の
多
く
は
司
明
。

s－
2
0
（
成
人
男
性
一
人
、
成
人
女
性
一
入
、
少
年
一
人
）
に
示
唆
さ
れ
る
よ
う
な
家
族
を
最
小
単
位
と
し
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
タ
イ
プ
に
、
被
征
服
民
族
名
を
伴
う
例
が
他
よ
り
は
る
か
に
多
い
こ
と
は
、

ハ
カ

l
マ
ニ
シ
ユ
朝
の
被
征
服
民
族

支
配
を
考
え
る
上
で
注
目
す
べ
き
事
実
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
一
般
に
、
成
人
の
男
女
数
に
も
大
差
は
な
い
。

さ
て
男
女
同
数
あ
る
い
は
女
性
を
中
心
と
す
る
労
働
集
団
の
例
は
合
計
二

O
O例
、
全
体
の
八

O
%を
占
め
る
（
タ
イ
プ

E
・
E
－

百
）
。
女
性
の
労
働
力
が
王
室
経
済
の
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
も
四
タ
イ
プ
の
す
べ
て
に
つ
い

て
成
人
に
限
っ
て
さ
ら
に
詳
細
に
検
討
す
る
な
ら
ば
（
表
2
）、

一
一
一
二
例
が
女
性
の
み
、
あ
る
い
は
女
性
を
中
心
と
し
て
構
成
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
「
女
・
こ
ど
も
」
を
中
心
と
す
る
労
働
集
団
で
あ
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
規
模
が
大
き
く
な
る
と
一

層
顕
著
に
な
る
。

表
3
・
A
は
、
先
に
抽
出
し
た
三
四
二
点
の
う
ち
、
集
団
の
構
成
人
数
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
二
六

O
例
を
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。

31 

こ
の
う
ち
ニ

O
O人
以
上
の
労
働
集
団
三

O
例
の
タ
イ
プ
別
分
布
状
況
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

H
I
E－－四、

E
l目
・
・
一
二
、

E
1
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（

日

）

田
・
・
八
、

N

N
・
・
六
。
タ
イ
プ

I
は
存
在
し
な
い
。
少
年
・
少
女
を
含
め
た
労
働
集
団
全
体
を
問
題
に
す
れ
ば
、
こ
こ
で
も
タ
イ
プ

E
が
最
も
多
い
。
し
か
し
成
人
に
限
っ
て
み
れ
ば
、
実
に
二
六
例
（

H
I
E
－
E
l
E
・
町
町
、
約
八
七
%
）
で
成
人
女
性
の
優
位

が
証
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
げ
）

以
上
の
よ
う
に
、
王
室
経
済
に
お
い
て
女
性
の
労
働
力
に
対
す
る
需
要
は
か
な
り
大
き
い
。
し
か
し
前
述
の
よ
う
に
大
麦
の
標
準
月

て
い
る
の
は
こ
例
の
み
で
あ
る
（
司
司
呂
お

wgω
。
）
。
こ
れ
ら
三
タ
イ
プ
で
は
、

た
と
え
成
人
女
性
と
少
年
・
少
女
の
み
で
集
団
が

額
は
成
人
男
性
三
パ
ル
に
対
し
成
人
女
性
二
パ
ル
で
あ
り
、
支
給
額
に
は
歴
然
た
る
差
が
存
在
す
る
。
タ
イ
プ

I
－
H
－
皿
で
は
、
労

働
内
容
に
よ
っ
て
は
、
男
性
と
同
様
に
三
パ
ル
を
支
給
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
女
性
が
集
団
内
の
男
性
を
う
わ
ま
わ
る
支
給
を
得

構
成
さ
れ
る
場
合
で
さ
え
、
お
そ
ら
く
成
人
女
性
が
集
団
の
責
任
者
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
彼
女
た
ち
が
三
パ
ル
を

（

路

）

受
け
と
る
例
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
す
な
わ
ち
テ
キ
ス
ト
例
の
九
割
近
く
を
占
め
る
こ
れ
ら
三
タ
イ
プ
の
考
察
か
ら
い
え
る
の

は
、
女
性
の
労
働
力
が
相
対
的
に
男
性
の
労
働
力
よ
り
低
く
評
価
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
問
団
）

こ
の
よ
う
な
女
性
労
働
者
の
一
般
的
状
況
を
考
え
る
な
ら
ば
、
タ
イ
フ
町
の
労
働
集
団
が
き
わ
め
て
特
異
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は

明
白
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
集
団
内
で
最
高
額
の
大
麦
支
給
を
受
け
と
る
の
は
す
べ
て
女
性
で
あ
り
、
男
性
に
対
し
て
さ
え
稀
な
五
パ
ル

（

初

）

を
受
け
と
る
。
さ
ら
に
H
u
－－

E
g
－－・品

1
1
5
2り
5
8
ロ・

ω
1
5
で
は
、
大
麦
六
パ
ル
を
支
給
さ
れ
る
女
性
が
存
在
す
る
。
男
性

労
働
者
に
対
す
る
六
パ
ル
の
大
麦
支
給
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
城
砦
文
書
で
は
一
例
し
か
検
証
さ
れ
て
い
な
い
（
削

4
∞呂）。

（
幻
）

イ
ブ
町
で
は
、
五
パ
ル
受
給
者
一
二
人
に
続
き
四
パ
ル
、
三
パ
ル
、
二
パ
ル
を
受
け
と
る
女
性
が
記
録
さ
れ
る
。
成
人
女
性
の
標
準

一
般
に
タ

月
額
二
パ
ル
の
受
給
者
は
、
各
集
団
の
成
人
女
性
全
体
の
中
で
は
少
数
で
あ
り
、

タ
イ
プ
町
は
成
人
女
性
に
対
す
る
高
額
支
給
を
特
徴

と
す
る
。

一
方
男
性
は
四
｜
三
パ
ル
を
受
け
と
る
が
、
四
パ
ル
受
給
者
は
少
数
で
あ
る
。



筆
者
が
タ
イ
プ
町
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
た
五
パ
ル
の
大
麦
支
給
を
受
け
と
る
女
性
は
、
旬
開
り
∞
。
。
で
は
ま
さ
し
く

tzs
「リ
l

（

n） 

ダ
1
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
町
出
血
S
に
関
し
て
は
、
第
二
三
年
の
目
立
自

E
ロ
に
い
た
rロ
ユ
＆
を
記
録
す
る
司
同
り
き
ωゆ
き
h
H

と
句
司

8J1・8
∞
が
示
唆
的
で
あ
る
。
吋
司
笥
誌
で
は
、
］
州
国
同
押
印
刷
六
二
人
の
う
ち
女
性
一
人
に
五
パ
ル
、
男
性
一
人
に
四
パ
ル
、
女
性
三
人

に
四
パ
ル
の
大
麦
が
支
給
さ
れ
る
（
表
1
）。

一
方

2
u
gビ
で
は
、
女
性
一
人
に
三
マ
リ
シ
ュ
、
男
性
一
人
に
二
マ
リ
シ
ュ
、
女

性
三
人
に
一
マ
リ
シ
ユ
の
ぶ
ど
う
酒
が
支
給
さ
れ
る
。
司
明
白
∞
と
可
司

ghFは
と
も
に
第
七
月
の
記
録
で
あ
り
、
こ
の
両
テ
キ
ス
ト
は

ハカーマニシュ朝初期の女性労働者

大
麦
の
高
額
受
給
者
と
ぶ
ど
う
酒
を
受
け
と
る
五
人
が
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
五
パ
ル
の
大
麦
と
三
マ
リ
シ
ユ
の
ぶ
ど
う
酒

受
給
者
が
同
一
女
性
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。
し
か
も
、

同）司∞叶一
Y

∞吋
A
Y
∞
3
u
H
C
吋
⑦
で
は
や
は
り
、
三
マ
リ
シ
ユ
（
町
国
立
印
刷

に
対
す
る
ぶ
ど
う
酒
の
最
高
支
給
額
）
を
受
け
と
る
女
性
が
志
向
S
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
タ
イ
プ
町
の
大
麦
支
給
テ
キ

ス
ト
と
女
性
に
対
す
る
ぶ
ど
う
酒
三
マ
リ
シ
ユ
の
支
給
を
含
む
テ
キ
ス
ト
が
一
対
の
も
の
で
あ
り
、

し
か
も
可

E
E
と
よ
ば
れ
る
人

た
ち
こ
そ
が
大
麦
五
パ
ル
と
ぶ
ど
う
酒
三
マ
リ
シ
ユ
と
い
う
き
わ
め
て
優
遇
さ
れ
た
支
給
の
恩
恵
に
与
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
疑
い

な
い
＠
さ
ら
に
今
一
度
女
性
労
働
者
の
お
か
れ
て
い
た
一
般
的
状
況
を
思
い
お
こ
す
な
ら
ば
、
町
吉
岡
山
に
対
す
る
優
遇
は
、
所
属
す
る

集
団
の
指
揮
監
督
と
い
う
責
務
の
み
な
ら
ず
、
彼
女
た
ち
が
労
働
内
容
と
関
連
し
た
と
り
わ
け
高
度
の
技
術
の
保
持
者
で
あ
っ
た
こ
と

に
よ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

結
局
タ
イ
プ
町
の
労
働
集
団
は
、
王
室
か
ら
き
わ
め
て
高
い
評
価
を
得
て
い
た
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
下
に
編
成
さ
れ
た
女
性
中
心
の
、

し
か
も
成
人
女
性
の
ほ
と
ん
ど
が
標
準
月
額
二
パ
ル
を
越
え
る
大
麦
支
給
を
受
け
と
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
か
ら
判
断
し
て
、

な
ん
ら

か
の
特
殊
な
技
術
を
も
っ
女
性
中
心
の
集
団
で
あ
っ
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
集
団
の
規
模
は
概
し
て
大
き
い
（
表
3

・
B
）。

33 

本
章
で
は
、
女
性
労
働
者
の
実
態
を
理
解
す
る
た
め
の
基
底
と
な
る
べ
き
事
実
関
係
を
検
証
し
た
。
と
り
わ
け
成
人
女
性
の
労
働
力
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を
中
心
に
組
織
さ
れ
た
集
団
が
相
当
数
存
在
し
た
と
い
う
事
実
は
、
王
室
の
宮
ユ
印
刷
管
理
の
構
造
を
把
握
す
る
手
が
か
り
に
も
な
る

で
あ
ろ
う
。
次
章
で
は
、
こ
の
よ
う
な
労
働
集
団
の
う
ち
最
も
多
く
の
テ
キ
ス
ト
例
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

富
む
司
印
刷
畠
を
女
性
労
働
者
分
析
の
第
一
と
し
て
と
り
あ
げ
た
時
ド

か
つ
内
容
的
に
も
変
化
に

四

）
 
1
 
（
 

で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
女
性
の
労
働
集
団
と
み
な
さ
れ
て
い
た
も
の
の
最
も
顕
著
な
例
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
興
味
深
い

の
は
、
特
別
支
給
に
つ
い
て
の
記
録
で
司
印
刷
告
と
同
日
ヨ
唱
が
同
て
ア
キ
ス
ト
に
並
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
習
し
か
も

成
人
女
性
を
中
心
と
す
る
労
働
集
団
に
は
、
特
別
に
女
性
を
示
す
限
定
詞

ω〉
戸
が

E
E出
あ
る
い
は
職
名
に
付
加
さ
れ
る
こ
と
が

（M
）

（

お

）

（

お

）

（

幻

）

あ
る
。
限
定
詞

ω〉
戸
が
確
認
で
き
る
も
の
と
し
て
は
、
M
U

白
山
昌
・
同
民
江
田
回
目
）
唱
曲
ゲ
Z
E
P
与
z
r
w
S印
刷
が
あ
る
が
、
検
証
例
の
ほ
と

ん
ど
は
前
二
者
に
集
中
す
る
o
H
U
忠
告
は
、
二
四
例
の
す
べ
て
に
つ
い
て
可
印
刷
畠
あ
る
い
は
司
弘
唱
が
修
飾
す
べ
き
｝
2
2＆
に
限
定

調

ω〉
円
、
が
つ
く
。
国
白

E
E切
に
つ
い
て
は
二
二
例
中
一
七
例
。
す
な
わ
ち
句
印
刷
告
と
同
白
口
白
石
は
、
構
成
員
と
し
て
男
性
を
含
ん

同】一司
H
H
G
m

で
は
、
両
者
は
N

曲
目
苦
と
い
う
特
別
の
術
語
で
総
括
さ
れ
て
い
る
O
B
B
J
は
女
性
に
限
定
し
て
用
い
ら
れ
る
術
語
で
は

（鈎｝

な
い
。
こ
の
語
に
対
し
て
ハ
ロ
ッ
ク
は
「
肉
体
的
に
困
難
な
労
働
に
従
事
し
て
い
る
者
」
と
い
う
解
釈
の
可
能
性
を
提
示
し
て
い
る
が
、

決
定
的
な
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
王
室
が
、
M
U

印
刷
告
と
国
内
向
日
呂
田
】
に
管
理
対
象
と
し
て
何
ら
か
の
共
通
性
を
認

識
し
て
い
た
こ
と
だ
け
は
確
実
で
あ
る
。



H
u
h
凶
山
岳
に
つ
い
て
、
城
砦
文
書
を
公
刊
し
た
ハ
ロ
ッ
ク
は
、
地
理
的
呼
称
あ
る
い
は
職
名
で
あ
る
と
い
う
以
外
、
何
も
具
体
的
な
解

（

ω） 

説
は
お
こ
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
こ
の
語
が
ア
ヴ
ェ
ス
タ
語
句

g4
「
編
む
、
結
び
め
を
つ
く
る
」
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、

（
泊
）

司
印
刷
畠
を
「
級
麗
織
り
の
女
た
ち
」
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
ヒ
ン
ツ
の
主
換
は
注
目
に
値
す
る
。

ハ
カ
l
マ
ニ
シ
ユ
朝
時
代
の
級
艶
に
関
し
て
は

ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
が
宮
廷
で
使
用
さ
れ
た
二
う
叶
の
存
在
を
伝
え
て
い
局
v

し
か
も
ア
ル
タ
イ
山
地
の
パ
ズ
ィ
ル
ィ
ク
で
発
見
さ
れ
た
前
五
世
紀
の
ス
キ
タ
イ
の
古
墳
か
ら
き
わ
め
て
精
巧
な
イ
ラ
ン
産
と
考
え
ら

ハカーマニシュ朝初期の女性労働者

れ
る
パ
イ
ル
の
あ
る
繊
艶
が
出
土
し
た
こ
と
に
よ
り
、
当
時
す
で
に
パ
イ
ル
織
り
誠
艶
の
技
術
が
き
わ
め
て
高
い
水
準
に
あ
っ
た
こ
と

（
お
）

が
証
明
さ
れ
て
い
る
。
意
匠
を
凝
ら
し
た
誠
艶
が
宮
殿
を
飾
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
現
実
に
ハ
カ

1
マ
ニ
シ
ユ
朝
治
下
に
誠

麗
専
門
の
工
房
が
あ
っ
た
と
い
う
確
証
は
伺
も
な
い
。

わ
れ
わ
れ
は
、
城
砦
文
書
自
身
に
司
忠
告
を
知
る
手
が
か
り
を
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
司
司

Smw
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

後
述
の
よ
う
に
宮
り

Smw
は
、
可
印
刷
品
集
団
の
再
区
分
を
記
録
し
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
が
、

そ
こ
で
は
最
多
数
を
擁
す
る
サ
プ
グ
ル
l

フ
が

g
rロ
r巳丹仲間）「
g
r
r
を
つ
く
る
人
た
ち
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

E
r－
－
と
は
、
前
七
世
紀
半
ば
の
ス
！
サ
で
最
も
基
本
的
な
衣

（
鈍
）

服
を
示
す
た
め
に
用
い
ら
れ
た
エ
ラ
ム
語
で
あ
り
、
し
h
r

も

zr
が
羊
毛
を
意
味
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
明
ら
か
に
羊
毛
で
織
ら
れ
た
衣

服
で
あ
っ
た
と
判
断
し
て
よ
い
。
し
た
が
っ
て
こ
の

z
r
r
E
E℃
を
主
要
な
構
成
要
素
と
し
て
存
在
し
う
る
℃
良
品
が
、
織
布
に
従

事
す
る
労
働
集
団
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
で
、
イ
ラ
ン
で
最
も
古
く
か
ら
最
も
広
範
に
利
用
さ
れ
て
い
た
羊
毛

（
お
）

が
主
要
な
原
料
で
あ
っ
た
こ
と
も
お
そ
ら
く
間
違
い
な
い
。
ベ
ル
セ
ポ
リ
ス
出
土
の
五
点
の
織
物
断
片
の
う
ち
一
一
点
も
、
か
な
り
上
質

（
お
）

の
羊
毛
で
織
ら
れ
た
も
の
と
同
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
筆
者
は
、
司
急
告
を
広
義
に
「
羊
毛
織
り
女
（
た
ち
）
」
と
考
え
る
。

35 

同

u
倍
加
者
の
作
業
集
団
の
存
在
は

一
五
地
区
で
確
認
で
き
る
。
そ
の
う
ち
人
員
数
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
H
U

司∞品、吋－
h
v
N
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（ピ仏国国内凶）、
M
M

司
句
。
∞
一
回
。
叶
（
所
在
地
不
明
）
、
司
司

5
S
L
S
（
叶
同
協
官
W
）
、
句
司

5
8
L
g
（N
3
1）
、
司
一
勺
口
N
∞
一
巧

’

（

幻

）

の
八
例
で
あ
る
。
こ

（
ピ
含
自
由
）
、
同
u
司
＝
包
一
回
合
同
（
切
停
丘
四
）
、
刷
u
司
己

E
L
E
（同

FEE）、
M
U

司
弓

E
－
E
品（

d
s
E忌）

れ
を
表
3
・
A
と
比
べ
て
み
る
な
ら
ば
、
M
U

印
刷
告
が
比
較
的
大
規
模
な
集
団
を
構
成
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
八
例
の
う
ち
作
業
集
団
内
部
の
構
成
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
の
は
、
削
um，
∞
む
と

Z
り
富
山
引
で
あ
る
。

E
り
∞
当
（
タ
イ
プ
町
）

性
の
標
準
月
額
二
パ
ル
を
受
け
と
る
の
は
一
人
の
み
で
あ
る
。

一
方
成
人
男
性
一
六
人
は
す
べ
て
標
準
月
額
三
パ
ル
を
受
け
と
る
（
表

で
は
、
合
計
九
二
人
の
う
ち
成
人
女
性
四
五
人
。

一
人
が
大
麦
五
パ
ル
、
一
二
四
人
が
四
パ
ル
、
九
人
が
三
パ
ル
を
受
け
と
り
、
成
人
女

4
）O
H
U
M
り

smw（
タ
イ
プ
皿
）
で
も
成
人
女
性
の
二
パ
ル
受
給
者
は
少
数
で
、
成
人
女
性
に
対
す
る
高
額
支
給
が
確
認
で
き
る
（
表
5
）。

（
お
）

さ
ら
に
司
司
3

h

で
は
、
第
二

O
年
の
口
同
包
含
闘
に
い
た
五
四
四
人
の
司
印
刷
告
に
対
す
る
巴
ロ
ロ
－

Z
H
H〉
（
羊
・
山
羊
）
支
給

l
一

人
一
カ
月
三

O
分
の
一
頭
｜
が
記
録
さ
れ
る
。

E
H
S聞
に
対
す
る
ロ
ロ
d
－
呂
叶
〉
支
給
は
き
わ
め
て
稀
で
あ
侃
V
M
U
H
J
3
h

の
存
在

は
、
附
uh
凶
出
品
の
織
布
技
術
が
王
室
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
沼
り
口
宏
は
、
城
砦
文
書
中
最
大
の
規
模
の
司
白
山
岳
例
で
あ
る
が
、
M
U

印
刷
与
と
羊
毛
の
関
係
を
考
え
る
上
で
き
わ
め
て

（

ω） 

興
味
深
い
。
な
ぜ
な
ら
ば

C
S昆
忌
は
、
か
つ
て
筆
者
が
論
じ
た
よ
う
に
、
預
託
制
を
基
盤
と
す
る
王
室
の
家
畜
飼
養
の
中
核
組
織

と
し
て
機
能
し
て
い
た

E
S
E開
（
家
畜
庫
）
の
所
在
地
で
あ
り
、
か
っ
こ
の

E
S
E闘
に
は
毎
年
ゲ
良
広
（
一
種
の
家
畜
税
）
と
し

て
徴
収
さ
れ
た
多
数
の

d
u
d－
Z
H
H〉
が
納
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
ゲ
良
広
徴
収
が
羊
毛
の
取
得
を
主
要
な
目
的
と
し

て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
も
、
す
で
に
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
℃
印
刷
告
に
対
す
る
最
も
豊
富
な
原
料
供
給
地
が
、
最
も
多
く

の
MU
白
出
血
ち
を
擁
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
｝
E
H
S闘
は
、
王
室
の
命
令
で
移
動
を
余
儀
な
く
さ
せ

ら
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
。



さ
て
可
印
刷
由
句
集
団
に
つ
い
て
は
、
町
E
S
（
リ
ー
ダ
ー
）
の
存
在
が
確
認
で
る
。
H
U

印
刷
唱
の
区
自
由
と
し
て
言
及
さ
れ
る
人
物
は
、

す
べ
て
女
性
で
あ
る
。
す
で
に
筆
者
は
前
章
で
、
片
岡
E
S
が
大
麦
五
パ
ル
と
ぶ
ど
う
酒
三
マ
リ
シ
ユ
を
受
け
と
る
き
わ
め
て
優
遇
さ
れ

さ
ら
に
司
印
刷
告
の
町

E
Z
に
つ
い
て
は

c
u
d－
H
A
H

叶
〉
支
給
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

た
存
在
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
い
た
が
、

す
な
わ
ち
M
u
m
，
可
。
。
一
に
よ
れ
ば
、
国
民
同
戸
田
F
H
L
H
仏ロ昆
mww

同
三
曲

F
N品
目
｝
ゲ
〉

srに
い
た
五
人
の
め
同
協
同
S
に
対
し
て
、
王
室
経
済
の
最
高

ハカーマニシュ朝初期の女性労働者

責
任
者
同
u
Rロ
島
由
の
命
令
で
、
第
一
八
年
第
七
月
｜
第
一
九
年
第
一
二
月
の
閏
月
を
含
む
実
に
一
九
カ
月
間
に
わ
た
っ
て
、

カ
月
三
分
の
一
頭
の

d
u
d－
Z
H
4〉
が
支
給
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
昨

E
S
に
対
す
る

d
u
d－
Z
H叶
〉
支
給
は
こ
の
一
例
の
み
で
あ
る
。
人

し
か
も
こ
の
三
分
の
一
頭
と
い
う
支
給
額
は
、
第
一
八
年
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
で
働
く
職
人
（
B
印

3
1
を
指
揮
監
督
し
た
十
人
隊
長

（
合
目
白
ゲ
同
丹
江
山
）
と
同
額
で
あ
り
（
冨
り
弓
記
）
、
王
室
が
司
印
刷
告
の
リ
ー
ダ
ー
に
対
し
て
い
か
に
高
い
評
価
を
与
え
て
い
た
か
を
う

か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
十
人
隊
長
は
、
王
室
経
済
業
務
に
も
携
る
こ
と
の
で
き
る
地
位
に
あ
り
（
足
り
N

ミい
2
3、
城
砦
文
書

に
関
す
る
限
り
宮
ユ
印
刷
の
表
示
は
な
一
明

さ
ら
に
句
印
刷
告
の
労
働
に
対
す
る
王
室
の
積
極
的
な
関
心
は
、
M
U

印
刷
唱
に
対
す
る
支
給
シ
ス
テ
ム
に
一
層
明
瞭
に
現
わ
れ
て
く
る
。

宮
同
門
担
胞
に
対
す
る
支
給
に
は
通
例
、

ωrE呂
田
（
宮
吋
仲
良
に
対
す
る
支
給
物
資
の
管
理
）
、

ω皆
目
自
由
（

E
Z＆
に
対
す
る
支
給
物

の
割
当
決
定
）
、

ω皆
同

g
E（
吉
苦
闘
に
対
す
る
支
給
物
の
分
配
担
当
）
の
三
種
類
の
業
務
が
介
在
す
管
こ
の
う
ち
宮
ユ
印
刷
の
管

理
上
最
も
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
含
回
目
白
担
当
官
で
あ
っ
た
。
各
地
の
協
同
S
B自
白
担
当
官
の
流
動
性
と
は
対

（

M
M
）
 

照
的
に
、

E
B自
由
担
当
官
は
広
大
な
管
轄
区
で
継
続
的
に
活
動
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、

E
B
B印
担
当
官
が
他
で
宮
丘
与
皇
広
「
昨
日

g出

（

H
H
）
 

の
長
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
こ
と
と
も
よ
く
合
致
す
る
で
あ
ろ
う
。
各
地
の
山
氏
自

E
E担
当
官
は
通
常
門
古
田
自
由
担
当
官
の
指
令
を
受

37 

け
て
任
務
を
遂
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

E
B告
白
担
当
官
が
自
ら
山

R
E
H告
白
業
務
を
兼
任
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
こ
で
重
要
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な
の
は
、
司
胆
出
品
に
対
す
る
協
同
S
B
S印
業
務
が
記
録
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
に
含
包
告
白
担
当
官
の
名
前
が
見
い
だ

（日ご

さ
れ
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
司
白
出
品
の
所
在
地
に
よ
っ
て

E
S
S自
由
業
務
は
、

ω豆島
a
E
Eと
H
H
帝
国
同
と
い
う
こ
人

の
人
物
に
明
確
に
二
分
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ω昆門－
a
E
E
は
印
章
一
の
通
用
す
る
王
室
経
済
圏
の
東
南
部
を
管
轄
す
る
含
回
目
印
担

（

M
別
）

当
官
で
あ
り
、

r
r
Eは
印
章
四
の
通
用
す
る
西
北
部
を
管
轄
す
る

E
B自
由
担
当
官
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
実
は
、
時
と
場
所
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
の
人
物
が
出
血

E
H
E
S業
務
を
担
当
し
て
い
た
他
の
労
働
集
団
と
比
較
す
れ
ば
、

き
わ
め
て
特
異
な
現
象
で
あ
る
。
こ
れ

は
テ
キ
ス
ト
発
見
の
偶
然
性
な
ど
に
帰
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
王
室
の
司
印
刷
畠
管
理
の
原
則
を
示
し
て
い
る
と
み
な
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。

(2) 

人
女
性
に
対
す
る
高
額
支
給
、
町
田
曲

Z
の
存
在
と
い
う
司
同
出
品
の
特
徴
は
、

タ
イ
プ
町
の
特
徴
と
も
共
通
す
る
。
む
し
ろ
そ
れ
ら
を

も
は
や
可
回
出
品
の
織
布
技
術
が
王
室
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
た
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
司
白
出
品
は
支
給
額
、
支
給
シ
ス
テ

ム
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、

一
般
の
労
働
者
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
特
異
な
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
し
比
較
的
大
規
模
な
集
団
構
成
、
成

よ
り
具
体
的
に
証
明
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
と
筆
者
は
考
え
る
。

城
砦
文
書
に
は
、
司
忠
告
以
外
に
も
多
く
の
職
名
が
現
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
各
作
業
集
団
の
分
析
を
徹
底
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
職
名
の
中
に
意
味
不
明
の
も
の
が
少
な
く
な
い
と
い
う
こ
と
に
加
え
、
必
ず
し
も
す
べ
て
の
作
業
集
団

に
職
名
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
た
め
、
豊
富
な
史
料
を
有
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
集
団
の
同
定
が
進
ま
な
い
と
い
う
こ
と

に
主
要
な
原
因
が
あ
っ
た
。
タ
イ
プ
町
も
こ
の
例
外
で
は
な
い
。
二
九
例
の
う
ち
職
名
が
確
認
で
き
る
の
は
、
M
U

一
司
∞
訂
以
外
に
は
わ



ず
か
二
例
に
す
ぎ
な
い
（
句
司
∞

g場
3
2。
し
か
し
可
忠
告
テ
キ
ス
ト
と
タ
イ
プ
百
の
共
通
性
、

さ
ら
に
両
者
の
特
異
性
を
考
え
る

な
ら
ば
、
河
勺
∞
当
の
み
な
ら
ず
、
職
名
表
示
の
な
い
タ
イ
プ
町
の
中
に
も
句
払
唱
の
作
業
集
団
が
含
ま
れ
て
い
る
と
推
定
す
る
の
は

自
然
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
こ
こ
で
再
度
タ
イ
プ
百
を
と
り
あ
げ
、
H
U

忠
告
テ
キ
ス
ト
と
詳
細
に
比
較
検
討
す
る
作
業
が
必
要
と
な
る
。

ま
ず
第
一
に
司
司
∞
町
一
と
タ
イ
プ
町
の
司
司
S

N

（
一
部
は
司
旬
。
N
ω

に
基
づ
い
て
ハ
ロ
ッ
ク
が
復
元
）
が
と
り
あ
げ
ら
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。
両
テ
キ
ス
ト
は
、
第
二
一
年
の
ピ
皆
目
白
に
い
た
作
業
集
団
に
対
す
る
宏
司

E
が

E
S目
白
血
業
務
を
担
当
し
た
大
麦
支
給

ハカーマニシュ朝初期の女性労働者

記
録
で
あ
る
。
司
句
∞
吉
一
に
よ
れ
ば
第
五
月
に
は
九
二
人
、
M
U

司
m
w
N
N

に
よ
れ
ば
第
一
二
月
に
は
九
三
人
の
｝
2
ユ
乱
が
存
在
し
た
。
集

団
内
部
の
構
成
に
は
若
干
の
変
動
は
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
両
テ
キ
ス
ト
は
同
一
集
団
を
対
象
と
し
て
作
成
さ
れ
た
と
み
な

し
て
さ
し
っ
か
え
な
い
。
ま
た
H
U

明，
H
H
N

∞
に
よ
れ
ば
、
や
は
り
同
年
門
広
ロ
自
由
の
℃
白
出
品
九
七
人
が
六
カ
月
間
ピ

l
ル
の
特
別
支
給

を
受
け
て
い
る
（
構
成
の
詳
細
は
不
明
）
。
同
一
年
内
の
人
員
数
の
変
動
が
何
に
よ
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

E
りゅ
N

N

に
記
録
さ

れ
る
｝
2
2印
刷
、
が
沼
り
∞
む
－
H
H
N

∞
と
同
様
］
U

印
刷
告
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
年

C
E
B印
に
は
、
他
の
作
業
集
団
に
対

す
る
支
給
記
録
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
作
業
集
団
は
タ
イ
プ
町
の
巴
り
お
ω、
お
よ
び
再
度
若
干
の
構
成
員
の
交
替
を
伴
っ
て

タ
イ
プ
町
の
司
明
，
mwGmw

に
現
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
タ
イ
プ
町
の
司
明
∞
仏
、
戸
山
口
N
頃

mwNω

暗ま
ω

は
す
べ
て
、
同
一
の
可
印
刷
品
集
団
に
つ
い

て
の
記
録
で
あ
っ
た
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に

N
告
立
に
関
し
て
み
て
み
よ
う
。
M
U

一司

5
8
は、

N
昌
吉
に
い
た
可
忠
告
一
五
三
人
が
穀
粉
の
特
別
支
給
を
受
け
た
こ
と
を

記
録
す
る
o

M

V

司
呂
志
は
一
五
三
人
の
詳
細
に
つ
い
て
は
何
も
記
録
し
な
い
が
、

N
呂
立
の
一
五
三
人
と
い
う
こ
の
数
字
は
、

タ
イ

フ
町
の
可
司

8
0
の
第
二
二
年
の
大
変
支
給
記
録
と
見
事
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
第
二
二
年
の

N
昌
吉
に
は
確
か
に
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日

υ
印
刷
告
は
存
在
し
た
（
M
U

司

5
5）
。
こ
の
三
例
に
お
い
て
は
す
べ
て
、
H
H

出巾

E
が

E
S
S
E－
莱
務
を
担
当
す
る
。

一
方
同
年
、



d
s
E忌
の
四
例
が
明
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
毎
月
実
に
正
確
に
？
凶
山
岳
の
点
検
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。

し
か
も

ω戸
門
ザ

40 

N
右
目
誌
に
は
他
に
ぶ
ど
う
酒
の
特
別
支
給
を
受
け
た
三
三
人
の
｝
店
ユ
印
刷
が
存
在
す
る
が
、

か
れ
ら
に
対
す
る

E
E
B富
山
業
務
を
担
当

し
た
の
は

d
r
g臼
で
あ
る
の
で
、
H
u
m，

S
O
を
H
U
印
刷
唱
の
記
録
と
み
な
す
こ
と
に
は
抵
触
し
な
い
。
さ
ら
に
句
明
。
ω
Y
M
u
m，

S
N
も、

集
団
の
構
成
か
ら
判
断
し
て
明
ら
か
に
司
司

8
0
と
同
一
の
作
業
集
団
を
対
象
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
め
る
。
す
な
わ
ち
司
忠
告
の

記
録
。以

上
旬
匂
∞
む
に
加
え
さ
ら
に
タ
イ
プ
町
の
六
例
が
、
可
印
刷
昌
に
つ
い
て
の
記
録
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
タ
イ

プ
町
の
う
ち
こ
れ
ら
七
例
と
明
ら
か
に
同
一
の
構
成
上
の
特
徴
を
も
ち
、

か
つ
句
除
名
の
存
在
が
確
認
で
き
る
国

E
戸

F
E
P

（

U
）
 

d
s足
一
一
回
仰
に
つ
い
て
の
少
な
く
と
も
七
例
は
、
同
じ
く
司
白
山
岳
の
記
録
と
み
な
し
て
誤
り
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
結
果
、
わ
れ
わ
れ

は
五
地
区
の
MU
向
山
岳
に
つ
い
て
集
団
構
成
お
よ
び
そ
の
変
化
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
表
4
）。

門－3
2
E
と円円相

g白
に
よ
る
出
血
片
山
自
自
由
業
務
の
二
分
割
を
、
こ
こ
で
も
一
貫
し
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
タ
イ
プ
町
か

ら
抽
出
し
た
二
二
例
を
あ
ら
た
に
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
員
数
・
支
給
額
両
面
に
お
け
る
成
人
女
性
の
優
位
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
の

存
在
、
王
室
の
積
極
的
な
管
理
体
制
と
い
う
司
忠
告
テ
キ
ス
ト
の
分
析
か
ら
得
た
結
果
は
、

一
層
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
確
か

に
こ
れ
ら
は
句
白
山
岳
管
理
の
原
別
で
あ
っ
た
。

(3) 

次
に
句
印
刷
告
の
作
業
内
容
に
関
連
す
る
司
旬
。
。
。
の
分
析
に
移
ろ
う
。

Eugmv
は、

一
O
七
人
の
可
白
山
岳
に
対
す
る
第
二
四
年

第
一
月

l
閏
一
一
一
月
の
大
麦
支
給
記
録
で
あ
る
（
表
5
）
。
白
り
$
匂
は
、
通
例
の
五
パ
ル
を
受
け
と
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
が
存
在
せ
ず
、
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表4.Pa泊 p集団
PF k"'- 大麦支給額（BAR) 男女別.. , 
No 合計 1) 5 4Y, 4 3Y, 3 2Y, 2 lY, 1 y, 合計

剖721 5 92 m 
16 171 151 161 34 

f I 34 9 1121 121 191 58 

922 21 12 93 m 
12 161 141 141 26 

「 I 31 12 4131 131 II~ 67 

923 2' 8 93 ロ1
12 161 141 141 26 

f 1 31 12 4131 131 II~ 67 

969 28 6 94 m 
14 131 121 171 2e 

「 I 30 12 紙21 161 191 68 

930 22 7 153 
m I 14 191 141 日11 151 44 

「 1 19 59 6(81 161 141 161 109 

931 2' 3 162 
m I 16 II日 日時 141 49 
f I 19 63 曲目 181 III創 151 113 

m I 15 冊目 日書 141 48 
932 23 7 161 

f 1 19 63 曲目 181 111 151 113 

924 22 1 140 
ロ1 7 11ro 111 曲目 37 
f I 21 44 飢。 11~ 171 103 

π f 1 
15 性副 121 rao1 51 

970 28 12 161 
24 54 自51 店湖 110 

935 22 121 叶~ 1 
4 11 171 161 28 

9 17 6 131' 161 121 44 

1948 
1 218 
m 2 13 121 日目 161 151 日11 74 

" f 2 39 60 111111 自11 144 
2-7 3 m 9 15 161 181 161 131 担割 69 

228 
25 4 

f 2" 40 61 151 11151 品目 抽 159 
8 14 
7 百】 9 15 161 191 171 141 担割 73 

9 
227 
f 2 40 61 151 11151 141 自8 154 

15四

" 
10 m 9 15尉 161 191 171 141 電車 73 
225 

21-26 12 f 2 40 61 151 11151 141 田 152 

注 1) m.男性 f目女性（）は「こども」を示す。
2）テキストではlY,BARとなっているが明らかに書記の誤記。

3）テキストでは成人女性となっているが明らかに書記の誤記。

4）テキストでは4BARとなっているが明らかに書記の誤記。

5）テキストでは少年となっているが明らかに書記の誤記。
6）本文注品目参照。

表5.p円99

忌aramana

担当官

Mena 

Me抽

lc<e国

Attiyakl偽働

frきe噂

fr<e>a 

fr曇e"a

Mena 

Attiyakl処断

fr<e国

5吋daya吋a

S吋血yauda

S吋daya岨a

S岨dayauda

作～業～内～～容～～75.麦『～支一給一費買（～BAR) 4,li 4 3 2,li 2 

tukli baris huttip ml f 10 
tukli ramiya huttip f 21 f 1 
tukli huttip m7 
luplak凶rishuttip m2 f 6 
luplak ramiya huttip f 7 f 1 f 2 
kansuka ramiya huttip f 18 f 1 
kans叫也 hut tip m3 
w.l.]g huttip m2 
zilpira ml ml 
razaka ml 
takdudum (?) f 1 
．，姐圃圃...副圃晶骨‘F・・ E ・a包唱 E 圃圃圃圃圃圃圃 F明・－－－－－－ －－－ー．． ----- a』『・・・・晶 a』.

集 団
所在地

Liduma 

Zappi 

H山臥r

Kum 

Uca"du< 

l,li 1 

..ー・・・・a

(m2) (m6) 
(fl) (f5) 

A口、 計 ml8 f68 (mlO) (fll) 

注 1) m：男性 f：女性（）は「こども」を示す。

2）「こども」については、作業内容の表示はない。

P当テ由該キ地。ス確の認ト

PF847 
1128 
1790 

PF1012 
1090 
1790 

PF179J 

PF875 

PF17叫

｝ぜ

(m2) 
(m5) 
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四
・
五
パ
ル
を
受
け
と
る
成
人
男
性
三
人
が
最
高
額
受
給
者
と
な
っ
て
い
る
特
殊
な
司
印
刷
畠
例
で
あ
り
、
こ
の
H
u
h
凶
山
岳
集
団
は
何
ら

か
の
特
別
の
目
的
の
た
め
に
編
成
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
司
印
刷
白
句
集
団
内
部
の
状
況
を
知
り
う
る
貴
重
な
例
で

あ
る
こ
と
に
か
わ
り
は
な
い
。

表
5
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

z
r
r
r
E丹仲
間

y
Z
1白
r
E
E
V
E回
臼
再
白

E
3
G
が
こ
の
M
U

同
出
向
句
集
団
の
主
要
な
構
成
要
素
で
あ
っ

（

川

崎

）

（

ω）

た。

zrz
は
本
章

ωで
述
べ
た
よ
う
に
、
最
も
基
本
的
な
衣
服
を
示
す
語
で
あ
る
。

E
E岳
同
は
「
上
着
」
、

E
H
L
島
は
「
外
套
（
？
）
」

（

印

）

と
解
釈
さ
れ
る
。
前
二
者
に
つ
い
て
は
、
ヒ
ン
ツ
の
指
摘
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
が
ペ
ル
シ
ア
人
が
エ
ラ
ム
人
か
ら
借
用
し
た
宮
廷
服
に

関
連
す
る
も
の
だ
と
す
れ
ば
、

zrr
は
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
の
レ
リ
ー
フ
に
描
か
れ
る
ベ
ル
シ
ア
人
や
エ
ラ
ム
人
が
着
用
し
て
い
る
袖
の

広
い
長
衣
を
、

r
s
z－
s
は
前
七
世
紀
半
ば
の
ス

1
サ
で

z
rロ
と
組
み
あ
わ
せ
て
支
給
さ
れ
て
い
た
｝

2
r
g
「
肩
一
か
け
、
外
套
」
を

（

日

）

示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
日
常
生
活
や
軍
隊
に
お
い
て
ベ
ル
シ
ア
人
が
採
用
し
た
と
ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
や
ス
ト
ラ
ボ
ン

（

臼

）

が
報
告
し
て
い
る
メ
デ
ィ
ア
風
の
衣
装
に
関
連
す
る
も
の
だ
と
す
れ
ば
、

E
r－
－
は
で

Rvt
「
テ
ユ
ニ
ッ
ク
」
、

r
g
g
r白
は
忌
L
c
q

「
袖
つ
き
の
長
い
上
着
」
を
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
句

2
8
集
団
で
生
産
さ
れ
て
い
た

の
は
、
衣
服
と
し
て
の
完
成
段
階
ま
で
含
ん
で
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
が
、
基
本
的
に
は

Z
E－
－
石
V
F
｝
内
向
吉
田
ロ
宮
三
種

類
の
用
途
に
用
い
ら
れ
る
織
物
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
織
物
の
縮
充
工
程
と
の
関
連
を
示
唆
す
る
「
（
胡
麻
）
油
づ

く
り
人
」
（

F
F
釘

E
E司
）
が
、
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
胡
麻
油
は
、
シ
ユ
メ

l
ル
以
来
ア
ル
カ
リ
と
並
ん
で
最
も
頻
繁
に

（

日

）

（

日

）

縮
充
剤
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
H
U

印
刷
唱
の
織
る
こ
れ
ら
三
種
類
の
織
物
は
品
質
に
よ
っ
て
、

ωσ
色
刷
「
最
高
級
の
」

ω

（

出

）

s
gヨ
「
上
質
の
」
同
修
飾
語
を
伴
わ
な
い
、
こ
の
三
段
階
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。

V
R広－
E
E匂
と
し
て
言
及
さ
れ
る
男
性
三
人
は
、

お
そ
ら
く
各
グ
ル
ー
プ
の
監
督
官
で
あ
っ
た
。
各
グ
ル
ー
プ
の
監
督
官
数
と
織



布
工
数
、
品
質
段
階
を
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

z
r
r
E
2
6
監
督
官
一
、
織
布
工
三
九
、
品
質
三
段
階
。
－
毛

z
r
F
5
4

εー
監
督
官
二
、
織
布
工
二
ハ
、
品
質
上
位
二
段
階
。
宮
口

Z
E
E
E℃
l
監
督
官
0
、
織
布
工
二
二
、
品
質
下
位
二
段
階
。

zz

が
最
も
標
準
的
で
最
も
需
要
の
多
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
明
白
で
あ
る
。
最
も
品
質
管
理
に
注
意
が
払
わ
れ
て

い
る
の
は

Z
1白
｝
円
で
あ
り

一方、

r
g－田口
vnj
白
に
は
さ
ほ
ど
注
意
が
払
わ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
ま
ユ
出
や

S
B
q白
で
修
飾
さ
れ
る
上
質
の
織
物
の
生
産
に
従
事
す
る
の
が
す
べ
て
女
性
で
あ
る
の
と
は
対
照
的
に
、
修
飾
語

ハカーマニシュ朝初期の女性労働者

を
伴
わ
な
い
最
も
品
質
の
劣
る
織
物
の
生
産
に
従
事
す
る
の
は
す
べ
て
男
性
で
あ
り
、
肘
）
h

凶
出
向
切
に
お
け
る
女
性
の
技
術
的
優
位
に
は
疑

聞
の
余
地
は
な
い
。
し
か
も
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
男
性
が
二
パ
ル
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
一
層
確
か
な

も
の
と
な
る
。
か
れ
ら
は
、
テ
キ
ス
ト
で
は
少
年
と
区
別
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
男
性
の
場
合
二
パ
ル
受
給
者
が
通
例
少
年
で
あ

る
こ
と
か
ら
判
断
し
て
「
お
と
な
」
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
間
も
な
い
男
性
な
の
で
あ
ろ
う
（
た
だ
し
両
者
を
区
別
す
る
具
体

的
な
年
令
を
知
る
こ
と
は
現
段
階
で
は
不
可
能
で
あ
る
）
。
こ
の
句
司

3
ゅ
の
存
在
は
、
前
章
で
タ
イ
プ
町
に
属
す
る
集
団
が
特
殊
な

技
術
を
も
っ
女
性
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
た
筆
者
の
立
場
に
と
っ
て
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
成
人
女
性
の
支
給
額
ご
と
の
分
布
状
況
を
調
べ
て
み
る
な
ら
ば
、

E
B
F可
印
段
階
で
は
技
術
の
優
劣
差
は
あ
る
程
度
許
容
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
対
し

ZH広
段
階
は
、

四
パ
ル
の
大
麦
支
給
を
保
証
さ
れ
る
特
別
に
選
り
す
ぐ
ら
れ
た
女
性
の
み

で
構
成
さ
れ
て
い
た
。

z
wロ
ゃ
r
g印己
r胆
と
比
較
し
て
、
－
品
目
印
r
s自
立
に
つ
い
て
は
三
パ
ル
受
給
者
に
対
す
る
こ
パ
ル
受
給
者
の

割
合
が
高
い
の
は
（
七
・
・
一
二
）
、

お
そ
ら
く
二
人
の
監
督
官
の
存
在
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
も
は
や
王
室
が

同

uh
凶
出
品
各
人
の
技
術
お
よ
び
織
物
の
品
質
管
理
に
細
心
の
配
慮
を
払
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
賛
言
を
要
し
な
い
。
そ
し
て
王
室

43 

経
済
に
お
け
る
羊
毛
織
物
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
二
パ
ル
を
与
え
ら
れ
て
い
る
男
性
は
や
が
て
三
パ
ル
を
与
え
ら
れ
る
段
階
に
達
す
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
H
U

司
mw
句
。
に
つ

い
て
は
、
四
・
五
パ
ル
を
受
給
す
る
男
性
を
司
印
刷
品
集
団
の
特
徴
で
あ
る
五
パ
ル
を
受
給
す
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
に
置
き
か
え
さ
え
す

れ
ば
、
直
接
生
産
に
従
事
す
る
男
女
の
バ
ラ
ン
ス
自
体
に
は
、
他
の
M
U

向
山
岳
例
と
比
べ
て
な
ん
ら
基
本
的
な
差
異
は
存
在
し
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
司
旬
。
遣
に
お
け
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
不
在
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
他
の
句
印
刷
品
集
団
も
基
本
的
に
は
吋
司
句
。
。

と
同
様
の
構
成
原
理
｜
織
物
の
用
途
と
品
質
に
よ
る
集
団
の
再
区
分

l
に
基
づ
い
て
編
成
さ
れ
て
い
た
と
み
な
し
て
さ
し
っ
か
え
な
い

で
あ
ろ
う
。
集
団
内
の
支
給
額
の
差
は
、
各
自
の
生
産
す
る
織
物
の
品
質
と
、
各
自
の
熟
練
度
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

最
後
に
、

N
己
立
戸
同
自
由
W
P
N
昨
日
立
同
同
の
妻
と
注
記
さ
れ
る

s
r
E
E
B（
4

）
は
、
前
述
の
油
づ
く
り
人
が
三
パ
ル
受
給
者
の
筆
頭
に

五

記
録
さ
れ
上
記
三
グ
ル
ー
プ
に
先
行
す
る
の
と
は
反
対
に
、
常
に
上
記
三
グ
ル
ー
プ
の
記
述
終
了
後
に
現
わ
れ
る
。
か
れ
ら
は
織
物
完

（日）

成
後
の
何
か
補
助
的
な
作
業
に
従
事
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
い
ず
れ
も
語
義
不
明
で
あ
る
う
え
、
検
証
例
は
司
司
句
。
。

の
み
で
あ
る
の
で
、
か
れ
ら
の
作
業
内
容
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ら
た
に
一
三
テ
キ
ス
ト
が

PH開
品
集
団
の
記
録
と
同
定
で
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

同
）
白
山
印
刷
》
の
実
態
は
か
な
り
明
ら
か
に
な
っ
た
。

本
稿
は
、
城
砦
文
書
を
手
が
か
り
に
、
ベ
ル
セ
ポ
リ
ス
王
室
経
済
圏
の
女
性
労
働
者
の
問
題
を
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
女
性
労
働

者
が
王
室
経
済
の
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
、
彼
女
た
ち
の
労
働
に
対
す
る
評
価
は
決
し
て
一
律
で
は
な
く
、
中
に
は
男
性

労
働
者
を
凌
ぐ
き
わ
め
て
高
い
評
価
を
得
て
い
た
司
＆
告
と
よ
ば
れ
る
人
た
ち
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
本
稿
で
あ

同u
田
山
岳
は
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
下
に
、
成
人
女
性
の
労
働
力
を
中
心
に
編
成
さ
れ
た
羊
毛
織
り
の
作
業
集
団
で
あ
り
、
集
団
内
部
は
生



産
す
る
織
物
の
種
類
と
品
質
お
よ
び
労
働
者
の
熟
練
度
に
基
づ
い
て
再
区
分
さ
れ
て
い
た
。
王
室
は
、
司
忠
告
の
織
布
技
術
と
織
物
の

品
質
に
対
す
る
管
理
を
徹
底
さ
せ
る
と
同
時
に
、
刷
U

州
凶
出
品
に
対
し
て
は
、

一
般
の
女
性
労
働
者
と
比
較
し
て
異
例
の
高
額
支
給
を
保
証

お
そ
ら
く
彼
女
た
ち
は
長
年
の
経
験
に
裏
付
け
ら
れ
た

（幻）

高
度
の
技
術
の
持
ち
主
で
あ
り
、
集
団
内
の
各
作
業
を
指
揮
し
、
品
質
管
理
に
対
し
て
も
責
任
を
負
っ
た
の
で
あ
ろ
う

o
E
F句
集
団

し
た
。
と
り
わ
け
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た
女
性
に
対
す
る
王
室
の
評
価
は
高
く
、

ハカーマニシュ朝初期の女性労働者

に
お
け
る
男
性
の
役
割
は
、
む
し
ろ
補
助
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
司
忠
告
は
女
性
を
中
心
と
す
る
特

殊
な
作
業
集
団
で
あ
っ
た
が
、
彼
女
た
ち
は
家
族
生
活
か
ら
分
断
さ
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
彼
女
た
ち
も
ま
た
妊
娠
と
出

（

日

）

（

臼

）

産
を
経
験
し
、
一
カ
月
の
産
袴
期
間
、
就
労
を
猶
予
さ
れ
た
。

さ
ら
に
司
印
刷
告
に
関
連
し
て
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
事
実
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
市
白
出
品
集
団
に
は
、
被
征
服
民
族
名
が
一
例
も

、

，

、

（

ω）

検
証
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
司
匂
コ
。
。
で
は
、
N
昌
吉
に
い
た
句
忠
告
の
リ
ー
ダ
ー

ω邑
仏
ロ
｝
片
山
は
N
名
古
S
「

N
昌
吉

一
方
可
印
刷
名
集
団
と
対
照

（臼）

的
な
男
性
中
心
一
の
タ
イ
プ

I
の
中
に
家
畜
飼
養
に
従
事
し
て
い
た
と
想
定
し
う
る
集
団
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
か
れ

の
人
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
彼
女
が
地
元
住
民
か
ら
徴
集
さ
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

ら
に
は
総
じ
て
高
額
支
給
が
保
証
さ
れ
、

か
つ
被
征
服
民
族
名
が
表
示
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。
か
れ
ら
と
句
印
刷
唱
の
こ
の
対
照
は
果

し
て
偶
然
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
こ
の
王
室
の
家
畜
飼
養
に
従
事
す
る
男
た
ち
と
吻
急
告
は
と
も
に
王
室
経
済
管
轄
下
の
家
畜
飼

養
民
、

す
な
わ
ち
ベ
ル
シ
ア
人
の
中
か
ら
徴
集
さ
れ
た
人
た
ち
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
る
（
羊
毛
織
り
の
技
術
が
、

す
ぐ
れ
て
家
畜

飼
養
民
の
聞
で
発
達
し
て
き
た
こ
と
に
異
論
は
あ
る
ま
い
）
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
王
室
の
？
広
告
に
対
す
る
異
例
の
優
遇
と
積
極

的
な
管
理
に
も
少
な
か
ら
ず
か
か
わ
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

45 

こ
れ
は
現
段
階
で
は
あ
く
ま
で
推
論
の
域
を
で
な
い
も
の
で
あ
る
が
、

r
g
H円
同
町
の
性
格
規
定
の
み
な
ら
ず
、

ハ
カ
l
マ
ニ
シ
ユ
朝
の
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支
配
構
造
、
お
よ
び
ハ
カ

1
マ
ニ
シ
ユ
朝
治
下
の
ベ
ル
シ
ア
入
社
会
の
構
造
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
問
題
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ

は
本
稿
の
課
題
を
大
き
く
越
え
る
も
の
で
あ
り
、
本
稿
で
深
く
ほ
り
さ
げ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
い
く
つ
か
の
問
題
と
と
も
に
稿
を

改
め
て
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

T注2 

E
H同
印
刷
は
一
般
に
集
合
名
調
的
に
用
い
ら
れ
る
。
同
U

一司∞
AF戸

E
N
H
u
N
Cさ
は
一
人
に
対
し
て
の
適
用
例
。
ま
た
特
殊
な
単
数
形

宮
ユ
印
刷
同
曲
、
複
数
形
宮
ユ
白
山
宮
唱

EHN告
も
存
在
す
る
。

。・
0
・
。
〉
呂
田
NOHFhu－hも色～
a
叫
AHJESNhミ
叫
MMFNSuSKEu
同仏叫
R
h

司巾
Z
4
0－
z
同，
R
白
出
国
司
叶
内
凶
ゲ
ゲ
2
0
5
印ロ門－

2
9戸
、
」
『
凶
同
一
同
」
高

邑
呂
場

3
5
H
l
H
昌
一
ル
千
三

2
叶白
r
r
z
H
S
B
F巾
司
巾
同
認
可
o－
z
叶
z
a
＝円、
Jnhh思
阿
国
－
5

8
七七回。叶

E
N
・
宝
蔵

文
書
は
邑
N
1
8∞切・（
U

’
の
記
録
。
旬
、
同
は
宝
蔵
文
書
テ
キ
ス
ト
。

HN
斗・同
R
F
O門
戸

Nuqhm守
え
な
同
サ
ミ
4
3
S
R
S
叫
AQF守
P
E
S－
以
下
旬
勺
吋
と
略
記
。
匂
司
は
城
砦
文
書
テ
キ
ス
ト
。
ハ
ロ
ッ
ク
は
、

三
二
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
テ
キ
ス
ト
を
分
類
し
た
。
以
下
本
稿
で
使
用
す
る
も
の
に
限
っ
て
示
す
。

L
－－
m
刊
に
自
供
仔
で
修
飾
さ
れ

る
月
額
支
給
、

I
M
－－

m色
白
血
で
修
飾
さ
れ
る
月
額
支
給
、
い
・
・
そ
の
他
の
月
額
支
給
、

M
・
・
特
別
支
給
、

N
・
・
産
婦
支
給
、

R
・・分

類
不
可
能
な
支
給
、

T
－
－
書
簡
、

V
・
・
仕
訳
張
。

4
〈
回
日
間
的
＼
何
百
四
目
立
己
官

5
2
r
d〈
O同氏。
5

2え
z
z
n
E
B
B広
F
R
F
E
N
S
－－

NN）』
h
c
g
u
E
ω
タ

ω

－8
5

？

E
U
ャ
S
R
b司
凶

S
S
H
S
S
S－
s
h司、
E
N
h込
3M吋～
R
b
s
q
F司、忠夫句、
H
S
h
F
5
8噌
ω
S
I
S－

0
・河口出回〈何回
p
h
ミ
3
a
R
b
R
R
S
S
H恒
久
Hb同
13Mwb
。
s
sミ
凶
・
。
ニ
邑
可
の
第
七
、
九
、
一
二
書
簡
。
た
だ
し
吋
司
∞
切
立
の
書

き
こ
み
で
は
、

rz同
押
印
刷
は
ぬ
ゲ

B
「
人
々
」
で
訳
さ
れ
て
い
る
。

－O何回日山田円〈円叶〔
U

戸

k
f
s

－haσ
、zω
－MU
回。
ω
y
－u
七

HMSlHAHN

r
E
H
円
印
刷
の
性
格
規
定
に
関
す
る
諸
見
解
と
そ
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
進
「
ア
カ
イ
メ
ネ
ス
朝
王
室
経
済
の
労
働
者

F
E印刷

に
つ
い
て
」
『
オ
リ
エ
ン
ト
』
第
一
六
巻
第
一
号
、
昭
和
四
八
年
、
－
j
i
t

－
－
二
五
頁
。
筆
者
自
身
は
、

E
2白
山
の
中
に
は
法
的
・
社
会

3 4 5 
（

6
）
 

（

7
）
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（

8
）
 

（

9
）
 

（
叩
）
（日）

的
地
位
の
異
な
る
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
（
戦
争
捕
虜
、
一
定
期
間
の
賦
役
を
果
す
た
め
に
徴
集
さ
れ
た
人
た
ち
、
ペ
ル
シ
ア
人
・

エ
ラ
ム
人
の
自
由
民
）
を
含
む
と
す
る
ダ
ン
ダ
マ
イ
エ
フ
の
見
解
が
基
本
的
に
は
正
し
い
見
通
し
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

冨・〉－
U
〉Z
ロ〉冨〉
J

日
〈
＼
司
2
2仏
戸
山
ゲ
2
5
F巾
司
包
山
口
巾
開
口
O
ロ。日
ω
二
回
〉
口
｝
5
巾
B
E
E

－HS
J
h
N
H
l
b
h
2
N芯
円
な
込
司
、
巴
之
内
吉
国
内
司
諸

国
u

戸
市
W
斗

少

ω斗］｛
l
叶∞

同
切
〉
H
N
H
H
O
O〉

H
B印同江副
H
H（）

O
〉

H
O〉
北
0
・hvN目

支
給
自
体
は
き
わ
め
て
少
額
。
通
例
一
人
一
カ
月
一
O
分
の
一
パ
ル
O

H
u
m，H
J
司－
N

∞・

吉
見
印
刷
の
男
女
比
は
、
宝
蔵
文
書
で
は
成
人
男
性
四
二
%
、
成
人
女
性
三
O
%
、
少
年
二
ハ
%
、
少
女
二
一
%
（
佐
藤
進
「
ア
カ
イ

メ
ネ
ス
朝
王
室
経
済
の
労
働
者
宮
ユ
払
に
つ
い
て
」
、
三
四
頁
）
、
城
砦
文
書
で
は
成
人
男
性
三
七
・
五
%
、
成
人
女
性
三
九
・

八
%
、
少
年
三
了
七
%
、
少
女
一
O
%
（
宮
〉
ロ
包

E
Z見
開
〈
暗
記
。
当
日
開
己
主
巾
巧
O
H
r
B
E
r
s
J
句、何同

5

3岨
】

U
N
印）

と
算
定
さ
れ
る
。
成
人
男
女
の
比
率
は
ほ
ぼ
対
応
し
て
お
り
、
｝
内
ロ
ユ
白
山
が
家
族
生
活
を
営
ん
で
い
た
こ
と
の
一
証
左
と
み
な
す
こ
と

が
で
き
る
。

ハ
ロ
ッ
ク
の
分
類
に
基
づ
く
三
四
二
点
の
分
類
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

L
・
・
一
五
三
、

h
・
・
五
て
い
・
・
三
八
、

V
－
－
六
八
（

L

・・ココニ、

T
凶
・
・
三
O
、

T
U
－－五）、

T
・
・
二
九
（

L
・
・
一
八
、

T
U

－
－
一
二
。

ぶ
ど
う
沼
・
ピ
l
ル
支
給
は
、
支
給
対
象
が
限
定
さ
れ
る
の
で
労
働
集
団
全
体
の
構
成
を
知
る
に
は
不
適
当
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
考

察
の
対
象
外
と
し
た
。
ま
た
補
充
人
員
な
ど
明
ら
か
に
労
働
集
団
全
体
に
か
か
わ
ら
な
い
司
司

5
0戸

Z
N
H
・
5

2
咽
呂
ω
N司

5

3
咽

E
Sぜ
s
b
ロ・忠

1
8
も
対
象
外
と
し
た
。
表
2
・
3
の
作
成
に
つ
い
て
も
同
様
。
な
お
二
五
O
例
中
一
九
七
例
は
大
麦
支
給
記
録
。

タ
イ
プ

I
－
H
－
E
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
表
2
・
注
の
よ
う
に
数
量
的
に
処
理
し
て
得
た
男
女
の
構
成
率
を
基
準
と
し
た
。
た
だ

し
E
の
基
準
は
、
集
団
の
規
模
が
大
き
く
な
り
、
し
か
も
N
自
作
｛
の
も
の
で
は
、
男
女
差
の
絶
対
数
が
か
な
り
大
き
く
な
る
た
め
、

単
純
に
適
用
す
る
の
は
適
当
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
民
北
ヨ
の
例
は
な
い
て
そ
れ
ゆ
え
二
O
O
人
以
上
の
集
団
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
に
全
体
の
中
で
女
性
の
占
め
る
割
合
を
百
分
率
で
計
算
し
な
お
し
、
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
に
近
似
す
る
六
六
%
以
上
に
な
る
も
の

に
限
っ
て
、
日
〉

N
B
と
み
な
し
タ
イ
プ
町
に
分
類
し
た
（

2
り∞
S
l
g
H
）
。
タ
イ
プ
町
の
再
区
分
に
つ
い
て
も
同
様
に
処
理
し
た

（
市
司
呂
お
ロ
－

N
l
N
F
N
0
8
）
。
な
お
以
下
の
数
字
は
す
べ
て
テ
キ
ス
ト
例
で
あ
る
。
支
給
年
・
月
の
違
い
は
あ
る
が
、
お
そ

12 13 14 
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15 

ら
く
同
一
集
団
に
つ
い
て
の
記
録
と
推
定
さ
れ
る
複
数
の
テ
キ
ス
ト
が
存
在
す
る
場
合
が
あ
り
、
す
べ
て
に
つ
い
て
将
来
で
き
る
限

り
正
確
な
同
定
作
業
を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
集
団
数
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
そ
の
結
果

も
、
全
体
の
傾
向
を
知
る
と
い
う
当
面
の
問
題
に
限
れ
ば
、
本
稿
の
そ
れ
と
大
き
な
差
は
生
じ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

月
ご
と
の
詳
細
な
］
2
ユ
印
刷
の
点
検
、
あ
ら
た
な
徴
集
（
注
目
）
、
他
地
区
へ
の

rロ
ユ
弘
の
移
動
弔
問
り
包
可
ψ
E
J
3
u
E
N
少
区
切
N
）、

死
亡
に
よ
る
支
給
停
止
（
噌
司
ミ
ω

呂
町
叶
】
己
N
l
N
O
）
な
ど
か
ら
、
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
が
E

5
弘
の
現
状
把
握
と
再
編
成
の
基

礎
史
料
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

同

i
回
一
司
司
市
WU可
ω
咽
H
C
H
O
u
－∞
AHNUH
∞九日
ω
国

l
闇－

MU
司
mM
一凶U
N
m
w
ω
P
H
O
N
∞l
H
O
ω
。温同（〕
ωhHWHOω
少
】
。
k
H
H
H
O
G
A
Y
H
h
w
品い山口’］｛。
J

E
w
－－

HJ？
l
N
ω
・圏
l
闇
一
司
司
。
仏
、
戸
市
WU
印L
w
一出
1
句。
Y
E
A
H
吋ロ・
ωU1at－－ω
山Y
ロ仏（〕
l
A
H
M
L
H
品ω
l
h
F
印・坦
l
H司
’
句
司
∞
。
。
u
H
m
v
s
－H
N
i

u
－－－∞
I
H
A
P
－－－同
ω
l
N
O
L
日
N
］｛l
N
。頃
N
O
九日印・

佐
藤
進
「
ア
カ
イ
メ
ネ
ス
朝
ペ
ル
シ
ア
王
室
経
済
の
研
究
け
」
『
史
学
研
究
（
東
京
教
育
大
学
文
学
部
紀
要
）
』
二
、
昭
和
四
八
年
、

ニ
五
｜
二
六
頁
は
、
第
二
二
・
二
三
年
の
宮
ユ
印
刷
の
構
成
比
率
を
成
人
男
性
二
二
%
、
成
人
女
性
四
五
%
、
少
年
一
九
%
、
少
女

一
四
%
と
算
定
し
、
両
年
の
女
性
労
働
力
の
優
位
を
指
摘
す
る
。

同）司ゆ
N
川町（め切）メ句。
M
（同仏）唱。
U
1
N
2
3
・。
Uぷ
（
NU1
）
メ
句
。
。
（
Hω
）喝。。叶（
Hω
）叫

HCHmw
（九日）叫］｛｛〕
ω
吋（
mw
）唱］－
c
ω
H
（ω
N
）Y
H
。。。（
ω
］｛）叫

5
J
3
3
H
）頃
5
2
3
h
F
）Y
E
A
H
ω

ど
N
！
ω
（土）
Y
E
A
q
』
』
立
－
｜
叶
印
（
お
）
・

5
2
N
N
ω
｜寸（
N
H
）
（
）
内
は
人
員
数
、
俸
は
三
パ
ル

の
大
麦
支
給
を
受
け
と
る
女
性
の
存
在
を
一
示
す
。
同
U

同
り
昌
吉
の
み
穀
粉
支
給
、
他
は
す
べ
て
大
麦
支
給
。

司市，∞
AHUJ
∞。。
w
山W
N
N
l匂
N
∞
ψ匂
ω
。
l
＠
ω
N
・。
ω
印
wmvhHO
唱。九円∞場。品川
y
。ω
戸市
W印∞唱。。
my
ゆUW
（）占句。
ω
－
H
市WAF
∞－一

N
l
ブ
ロ
∞
l
H
K
F
L
一円切
l

NOw
－－

N
］｛l
N
A凶－
H
ゆωω
ロ
＃
l
戸戸市
wum山L
｝品｜］｛（）岨同市
W
G
O
－－・
ω
l
H
C
叫NOAHω
・

五
パ
ル
の
大
麦
支
給
を
受
け
と
る
女
性
は
、
タ
イ
プ
町
以
外
で
は
、

2

り
∞
訟
叫
5
c
m
w
E
に
記
録
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
場
合
に

は
六

l
五
パ
ル
を
受
け
と
る
男
性
も
存
在
す
る
。

こ
の
三
テ
キ
ス
ト
で
は
、
六
パ
ル
受
給
者
一
人
だ
け
が
他
の
構
成
員
と
か
け
離
れ
て
高
額
支
給
を
得
て
い
る
の
で
、
タ
イ
プ
町
の
他

の
テ
キ
ス
ト
と
同
列
に
論
じ
る
べ
き
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

句
司
、
円
四
）
吋
宮
司
印
刷
告
（
本
稿
第
四
章
参
照
）
（
同
UMり∞

3
・∞叶
F
H
C
H
N
咽口。。）
E

E

E山

E
℃
（
宝
蔵
労
働
者
）
（
沼
り
∞
虫
咽
∞
虫
句
、
司
）

に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
女
性

0
2り
5
8
は
移
動
中
の
少
年
一

O
人
を
率
い
る
男
性
、
耳
り
呂
誌
は
男
女
各
一
人
（
職
名
不
明
）
。

16 17 18 19 20 21 22 
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幼
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3
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0
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3
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E
.
W
U
L
F
F
,
 
T
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e
 
Traditional 

G
r
a
f
 ts 
of P
e
r必
a,
1966, p. 
212. 

（話）
W
.
H
I
N
Z
，“
Z
u
 d
e
n
 Zeughaustafelchen aus S

u
s
a
 ”，
in 
Festschriftfur Wilhelm Eilers, 

1967, S
目
85-86,
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（沼）
W
U
L
F
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p. 
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柏
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p
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n
u
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P
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（犯）

N

印
刷
（
吻
司

HNogu
宮
忠
告
ロ
印
口
（
HV司
HNω
め）

u司
氏
自
包
自
（
同
）
司

5
0め）咽ロ州民巾同（同）明，

E
o
s－
国
戸
口
氏
（
同
）
明
コ
匂
｛
）
）
リ
〉
g
r
（同
UHり

＝
。
。
）
同
）
一
司

HNω
∞
は
目
立
印
注
gmw
（ダ
l
ラ
ヤ
ワ
ウ
の
妻
メ
ミ
ミ
叶
E
ヒ
色
に
属
す
る

HJ畏
喝
の
記
録
。

百
り
コ
宏
は
、
王
室
経
済
の
最
高
責
任
者
市
民
E

E
が
家
畜
長
（

r
g与
さ
岡
山
）
同
氏
沼
田
恒
に

d
g口
仏
忌
に
い
る
宮
己
白
山
に
対
す

る
d
H）C
Z
H吋
〉
支
給
を
命
じ
た
手
紙
。
同
）
弘
喜
五
四
四
人
以
外
に
、
職
名
表
示
の
な
い
］
両
国
ユ
白
山
一
七
六
人
、
耳
－

O
円
対
日
肉
｝
百
件

宮
山
｝
「
の
目
見
！
（
語
義
不
明
）
を
つ
く
る
人
た
ち
」
三

O
人
を
含
む
。

d
u
d－
冨
叶
〉
支
給
に
つ
い
て
は
、
川
瀬
豊
子
「
回
目
山
田
印
宮
山
ー
ー
朝
初
期
に
お
け
る
小
家
畜
管
理
」
『
国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
』

四
巻
一
号
、
昭
和
五
四
年
、
表
4
0

川
瀬
、
前
掲
論
文
四
三

l
七
八
頁
。
日
開
〉
宍

E開
wRω
『

4
8
L
O
8
2
5
p
m
可
免
印

4
0］H
白
河
O可
丘
一
何
口
O
E
B可
j

h円
S

F
s
q
a
§
N・
5
∞
。
ゆ
問
者
可
－
E

C
同白
E
E闘
の
ロ
ロ
片
山
田
口
胞
の
存
在
は
句
司

NOHNUNONω
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。

宝
蔵
文
書
で
は
－
g
H仲
良
と
表
示
さ
れ
る
、
旬
、
叶

H
N
U
5・

さ
ら
に
｝
2
1印
刷
の
支
給
物
受
け
と
り
の
代
理
人
と
み
な
す
べ
き
人
物
が
介
在
す
る
場
合
が
あ
る
o

HU司
同

J
H
Y
N吋
同

同州民同氏山一一句司同］｛。
f
N
C
H
O
ω
匡【広
hqmFEj円四同一句司

HJ吋
mvuyNC叶｛〕円同出巾回同－

Hum，Hω
。∞－

H叶
⑤
叶
同
∞
。
。
た
だ
し
｝
2
丘町戸ゲえ片岡山と

し
て
の
活
動
は
必
ず
し
も

E
B自
白
業
務
を
担
当
し
て
い
た
時
期
と
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

城
砦
文
書
二
三
例
中
二
二
例
。
同
VHり
呂
志
の
み
句

R
2・

HN－HJ同
RFOの戸
ε
H，
r
d
s
o『
ω
2－
目
。
口
径
巾

P
H回
3
0］
広
明
。
E
H
H
2
5ロ
叶
白
z
a
M
J
E
豆
neOH回印
C
Z
E仏
MN
・ロ
HUのの印（

え
）

w
h
S
N
h
S札
F
R
H
N
S
h
S
H
b司
与
持
一
町
ミ
」
『
向
島
可
同
』
』
同
J
H
2戸
間

）

｝

）

H
M
m
v
l
Z
H
r山巾
E
の【目白
H
E
E
業
務
が
確
認
で
き
る
の
は
、

第
一
九
年
第
五
月
｜
第
二
二
年
五
月
で
あ
る
が
、
そ
の
直
後

r
r
sの
職
務
を
引
き
継
い
だ
人
物
は
検
証
さ
れ
て
い
な
い
の
で

＝
り
∞
J
3
5
E
u
H
H自
の
期
間
中
も

r
r
E
は
仏
曲
目
白
E
業
務
を
継
続
し
て
い
た
と
み
な
し
て
問
題
は
な
い
。
な
お
阿
片
山
自
由
の
管

轄
区
内
の
口
E
H
E
と
出
口
国
民
の
第
二
八
年
の
記
録
沼
り
ま
少
。
一
さ
は
、
お
そ
ら
く
少
く
と
も
第
二
八
年
ま
で
に
〉
5
3
E
が

円
片
山
自
白
の
後
継
者
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

タ
イ
プ
町
の
中
に
は
、
男
性
の
分
布
が
明
ら
か
に
司
印
刷
告
と
は
異
な
る
も
の
が
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
そ
こ
で
は
句
忠
告
テ
キ
ス

ト
と
み
な
し
た
も
の
に
は
含
ま
れ
て
な
い
二
了
五
パ
ル
を
受
け
と
る
成
人
男
性
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

HU司
∞
白
（
タ
イ

39 40 （叫）
（位）
（位）
（叫）46 45 47 
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産
後
（
片
山
門
苛
）
の
母
親
に
は
、
一
カ
月
間
の
特
別
支
給
が
与
え
ら
れ
る
。
男
児
出
産
者
に
対
す
る
支
給
額
は
常
に
女
児
出
産
者
の

二
倍
で
あ
る
。
ぶ
ど
う
酒
の
場
合
、
男
児
出
産
者
一
マ
リ
シ
ュ
、
女
児
出
産
者
0
・
五
マ
リ
シ
ュ
。
穀
類
の
場
合
、
男
児
出
産
者
二

パ
ル
、
女
児
出
産
者
一
パ
ル
。
こ
の
支
給
が
労
働
力
確
保
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
お
そ
ら
く
間
違
い
な
い
が
、
毎
年
最

大
の
子
福
者
に
王
か
ら
報
賞
が
与
え
ら
れ
た
と
い
う
ペ
ル
シ
ア
人
の
風
習
と
も
関
連
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
（
同
門
戸
－

zp皆
同
曲
目

ぎ
叫
一
円
ぐ
冨
コ
）
。
こ
の
産
後
の
母
親
に
対
す
る
支
給
の
存
在
は
、
王
室
の
｝
両
国
ユ
印
刷
管
理
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
が
、
い
ま
だ

充
分
な
研
究
は
な
い
。
震
近
の
H

U

Z
〉
印
叶
何
回
P

R

O
与
0
0
同芯

G
Z
E巾回目ロ、
H

，巾謡、

Rr芯
呂
田

m
g口
同
O

回想
B

Z

H

）

2
8
3－
岡
田
（
〈
自

ロ
R
F
E
H
丹O
円

K
C
S
H巾
H
H
E
H
）

J

5
〉
円
E
C
U
O
何
百
宮
市
片
山
－
丹
念
件
）
噌
町
内
昌

LP詰
H
S
E
N
b
R
S．～5
5
5
3
S芯
N
b
u
E
∞O喧
同

）

N
O
も
簡
単
な
紹
介
に
す
ぎ
な
い
。
な
お
出
産
に
関
し
て
は
、
司
白
山
岳
が
与

E
E出
（
注
部
）
を
兼
任
す
る
司
斗
∞
の
存
在
が
興
味
深
い
o

z－
z
k
q
E
S
E－
♀

8
3
8
H
g
b
q与
忌
室
長

5
3・ω
N

N
＠
に
よ
れ
ば
明
ら
か
に
イ
ラ
ン
語
系
の
人
名
。

同
）
明
，

H

O

H

Y

H
｛〕
AHAH
－
H
O
K
H
U
W

］
｛
。
。
］
ケ
］
｛
。
叶
斗
｜
］
戸
。
∞
N
・

（
印
）
（
臼
）

附

記

筆
者
は
、
昭
和
五
六
年
度
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
研
究
所
共
同
研
究
員
と
し
て
上
岡
弘
二
助
教
授
の
御
指
導
を
受
け
、
本

稿
作
成
に
あ
た
っ
て
も
多
大
の
御
教
授
を
賜
っ
た
。
特
記
し
て
心
か
ら
謝
意
を
表
し
た
い
。


